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(1)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ! 有

(内容) ①
一般債権に係る貸倒引当金の計算

前中間連結会計年度における貸倒実績率を用いて計算しております。

② 固定資産の減価償却の方法

年度見込額のうち当該四半期までの累計値を計上しております。

③ 税 金費用の計算

連結会社の個別財務諸表上の税金費用については、法定実効税率をベ
ースとした、

当年度の予沢J税率を用いて計算しております。

(2)最近連結会計年度からの会計処理方法の変更の有無 : 無

(3)連結及び持分法の適用範囲の異動の有無     : 有

(内容)連 結  (新 規)1社 (まつやセロファン株式会社)

2.平 成 17年 3月期第 3四 半期累計 (9か 月間)財 務 ・業績の概況 (平成16年4月1日～平成16年12月31日)

(百万円未満切捨)(1)経 営成績 (連結)の 進捗状況

(注)売 上高、経常利益及び純利益以外の四半期経営成績の開示は、

ません。また、売上高、経常利益等におけるパ
ーセント表示は、

[経営成績 (連結)の 進捗状況に関する定性的情報等]

前年同期については行つていないため記載しており

対前年同期比増減率を示しております。

平成 17年 3月期第 3四半期 (平成 16年 4～ 12月)に おけるわが国経済は、企業収益の改善、民間設

備投資の増加など、順調に推移しましたが、原料価格の上昇やデジタル関連需要が調整局面を迎えるな

ど、事業環境は急速に厳しさを増しつつあります。

このような状況のなかで、当社グループでは成長分野である機能材料部門の IT関 連製品の販売拡大

に努めるとともに、包装部門の新たな生産拠点として横浜事業所を開設し、川崎事業所からの移転に着

手、さらに研究所の移転を完了し、今後の事業の拡大と収益基盤の強化を進めてまいりました。

その結果、当第 3四 半期の連結業績は売上高 497億 3千 4百 万円 (前年同期比 9.9%増 )、経常利益

17億 6千 1百万円 (前年同期比 17.2%増)、中間純利益 9億 5千 9百万円 (前年同期比 15。6%増 )と な

りました。
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(2)財政状態 (連結)の 変動状況 (百万円未満切捨)

【連結キャッシュ・フローの状況】 (百万円未満切捨)

(注)四 半期財政状態の開示は、前年同期については行つていないため記載しておりません。

[財政状態 (連結)の 変動状況に関する定性的情報等]

当第 3四 半期末における総資産は、横浜事業所の建設などにより固定資産が増加したことで、平成 16

年 3月期末に対して 3,849百万円増加の 62,924百万円となりました。

負債につきましては、借入金は減少いたしましたが、支払手形及び買掛金が増加したことにより、平

成 16年 3月期末に対して 1,218百万円増加の 38,543百万円となりました。

株主資本は増資により平成 16年 3月期末に対して 2,611百万円増加の 24,033百万円、株主資本比率

は 38.2%となりました

[キャッシュ・フローの状況]

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動により得られた資金が税金等調整前当期純利益

の 1,665百万円に加え、手形債権の流動化などによる売上債権の減少が 2,037百万円あつたことなどか

ら、5,630百万円となり、投資活動の結果支出した資金は横浜事業所建設に伴う有形固定資産の取得な

どにより5,071百万円、財務活動により支出した資金は新株の発行による収入はありましたが、借入金

の返済などにより302百万円となりました。この結果、現金及び現金同等物の当第 3四半期末の残高は

3,822百万円となりました。
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〔参考〕平成 17年 3月 期の連結業績予想 (平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日 )

売 上  高 経常利益 当期純利益
1オ未当たり

当期純利益

今回発表予想

( A )

通  期

百万円

65,000

百万円

2,10 0

百万円

1,050

円 銭

60, 7 0

前回発表予想

(B)
通  期 67,000 2,300 1.150 66.48

由
日 減 額

(A)一 (B)
通  期 ∠ヽ 2,000 どヽ 200 だょ100

増 減  率

( % )
通  期 △ 3.0 △ 8 . 7 △8.7

〔連結業績予想に関する定性的情報等〕

第4四 半期のわが国の経済は、国内外の経済成長の鈍化や個人消費の低迷が企業収益に悪影響を及ぼ

すことが懸念されます。

化成品部門の IT関 連市場では携帯電話、コンピュ
ータ機器等の生産活動が減退し始めたことにより

売上高の減少や、原材料の高騰等から利益が低迷する見通しでありますので、グル
ープを上げて売上高

の増加、生産性の向上を推進しておりますが、売上高、経常利益、当期利益は前回発表に対しそれぞれ

20億 円、2億 円、1億 円下回る見通しであります.

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な

要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によつ

て大きく異なる結果となる可能性があります.



1,(要約)四半期連結貸借対照表
(単位:百万円、%)

科 目

当 期

(平成17年3月期
第3四半期末)

前 年 同 期

(平成16年3月期

第3四半期末)

由
日 減

(参考)
平成16年3月期

金   額 金   額 金 額 増 減 率 金   額

(資産の部)
1流 動資産
1.現金及び預金
2.受取手形及び売掛金
3.たな卸資産
4,その他
流動資産合計

4,062

19,780

8 , 2 1 1

1,970

34,024

3,202

22)219

6,869

1,176

33,468

工 固定資産
1.有形固定資産
2.無形固定資産
3,投資その他の資産

固定資産合計

23,386

323

5,190

28,900

20,303

1 0 1

5,202

25‐606

資産合計 62,924 59,075

(負債の部)
I流 動負債
1.支払手形及び買掛金

2,短 期借入金

3.賞 与引当金
4.そ の他

流動負債合計

16,167

5,922

397

7,360

29.848

13,901

6,959

792

6,802

28,455

Ⅱ 固定負債
1.社債
2,長期借入金

3.退職給付引当金
4,役 員退職引当金

5。その他

固定負債合計

200

4,087

3,716

147

543

8,694

200

4,528

3,378

399

363

8,869

負債合計 38,543 37,325

(少数株主持分)
少数株主持分 348 326

(資本の部)

資本合計 24,033 21,422

負債、少数株主持分及び

資本合計 62,924 59,075

(注)四 半期財政状態の開示は、前年同期については行っていないため記載しておりません。



2.(要約)四半期連絡損益計算書

注)売 上高、

(単位|百万円、%)

科目

当 期

(自平羽魅6年4月

至平成16年12月)

前年同期

(自平菊魅5年4月

至平成路年12月)

首
日 減

(2夕;き方|;)

職 16年3月期

金 額 金  額 金 額 増 減 率 金  額

I売 上高 49,734 45,245 4,489 9.軌 61,609

H売 上原価

51言1_ [ニヤ守合▼千112石登

40,733

9,000

十
　

一

一
　

一

一
　

一

歓〕,293

11,315

I I l 販売費及い報 部蜜 7,219 9,107

鞘 112iSi 1,781 2,208

Ⅳ 営業外収益
ワ

コ

９

留

V営 環勢隈 用 240 322

経称 1騰 1,761 1,503 258 17.2% 2,198

VI昨朝昧1溢 45 56

Ⅶ 糊 1 麒 142 166

械盗業希曜暫諦四期

(当翔 細軒1溢 1,665 2,087

槌 潰 用 676 828

ゲ舞相芽1溢 28

四半期(当期)和軒1騰 959 830 129 15。60/0 1,227

荒 L高、経雑閑騰及酬 蘇燃繊 示は 前輛 期につして'首予ゲ●治いた新誰鋼メG勘燕 為.



3,(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位i百万円)

当 期

(自平成16年4月

至 平成16年12月)

前年同期

(自平成15年4月

至 平成1 5 年1 2 月)

(参考)
平成16年3月期

区 分 金 額 金 額 金 額

I営 業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期(当期)

純利益

減価償却費

売上債権の増減額(増加 :△)

その他の支出

1,665

1,948

2,037

△ 20

2,087

2,218

△ 2,150

△ 288

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,630 1,867

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

その他の収入

△ 5,132

60

△ 3,433

806

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,071 △ 2,627

IEl財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金増減額 (減少 :△)

長期借入れによる収入

長期借入金の返済による支出

株式の発行による収入

そのイ也の支出

△ 1,450

2,152

△ 2,180

2,182

△ 401

300

2,620

1,979

△ 56

財務活動によるキャッシュ・フロー 302 883

IV現 金及び現金同等物に係る換算差額 △ 3 △ 3

V現 金及び現金同等物の増加額 857 119

1/1現金及び現金同等物の期首残高 2,964 2,845

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 3,822 2,964


